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ご説明の流れ

１．尾瀬国立公園について

２．今回変更(第１次点検)について

３．パブリックコメントの対応について
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ご説明の流れ

１．尾瀬国立公園について

２．今回変更(第１次点検)について

３．パブリックコメントの対応について
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尾瀬国立公園の概要
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１．尾瀬国立公園について

「名峰に囲まれ花咲き乱れる日本最大の山岳湿地～

日本の自然保護運動発祥の地」



尾瀬国立公園の概要
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公園区域図

１．尾瀬国立公園について

指定：昭和19年８月30日

面積：37,222ha（福島、栃木、群馬、新潟）

●見直しの経緯
昭和 9年 日光NPの一部として

尾瀬地域を指定
平成19年 日光NPから分離独立し、

尾瀬国立公園として指定
令和３年 第一次点検（全域）

●風景形式
尾瀬沼及び尾瀬ヶ原の開放的な湿原及び
湖沼景観とこれらをとりまく燧ヶ岳等の
2,000ｍ級の山岳からなる雄大な盆地景観、
会津駒ケ岳の稜線や田代山の山頂に広が
る山地湿原景観等が特徴

日光国立公園

尾瀬ヶ原

燧ヶ岳

尾瀬沼



ご説明の流れ

１．尾瀬国立公園について

２．今回変更(第1次点検)について

３．パブリックコメントの対応について
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今回変更のポイント
２．今回変更(第１次点検)について

６

〇指定理由、地域の概要等の更新
→公園計画作成要領等（H25改定）に準拠し、国立公園のテーマや利用の現況を記載。

○保護規制計画の変更
→既存区域線の凡例の変更や国土地理院数値に基づいた湖沼面積の修正を行う。

○利用施設計画の見直し
→利用上の必要性が乏しい単独施設の削除、登山道の適正利用のための歩道計画変
更などを行う。

指定後10年以上経過した公園区域の点検を行うとともに、
「新・尾瀬ビジョン」の決定をはじめとした諸情勢の変化を踏まえ、
公園計画の点検を行う。

変更内容

第１次点検の基本方針
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今回変更のポイント
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①保護規制計画について

既存区域線の凡例を変更する。

定義の修正のみであり、
線の位置そのものは変わらない。

現状、「県界から300ｍ界」となっているが、
群馬県側は県界ではなく国立公園界から
300ｍとなっているため、
「国立公園界から300ｍ界」へ変更する。

２．今回変更(第１次点検)について

尾瀬国立公園計画図

○区域の明確化
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③利用施設計画の変更

○集団施設計画の計画目標等の変更

既存の集団施設地区について、今後の利用方針を踏まえ、
計画目標及び整備方針の変更を行う。

尾瀬沼集団施設地区

山ノ鼻集団施設地区

御池集団施設地区

山ノ鼻集団施設地区
尾瀬沼施設地区

山ノ鼻ビジターセンター

尾瀬沼ビジターセンター

山の駅

計画目標に、情報発信・
サービスの充実と、自然
探勝の拠点としての機能
充実を追記

御池団施設地区

計画目標及び整備方針
に、自然体験や施設の充
実等について追記

山ノ鼻団施設地区

計画目標及び整備方針
に、上質な環境の創出や
サービスの充実等につい
て追記

尾瀬沼集団施設地区



④利用施設計画の変更
○道路（歩道）の削除

２．今回変更(第１次点検)について
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今後の整備の見込みがなく、公園利用上の必要性も
乏しいことから、一部区間を削除する。

小沢平裏燧線(歩道)

会津駒ヶ岳登山線（歩道）

日光国立公園

尾瀬国立公園計画図

削除区間

削除区間

歩道の様子

歩道の様子



⑤利用施設計画の削除

２．今回変更(第１次点検)について

○単独施設の削除

尾瀬国立公園計画図

下ノ原園地

今後の整備の見込みがなく、公園利用上の必要性も
乏しいことから削除する。

ガソリンスタンド ドライブイン １１

渋沢温泉園地

日光国立公園

跡地の様子



ご説明の流れ

１．尾瀬国立公園について

２．今回変更(一部変更)について

３．パブリックコメントの対応について
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パブリックコメントの実施結果

■概要

・実施期間 令和２年11月14日（火）から11月28日（火）

・意見募集の結果 【意見提出数】

電子メールによるもの 計1通

今回の変更案にかかるもの 計1件
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３．パブリックコメントの対応について


